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遠
藤
周
作
に
お
け
る

歴
史
小
説
創
作
の
意
味

―

―

『
王
国
へ
の
道

山
田
長
政
』
か
ら

井

上

絵

里

I
N
O
U
E

E
r

i

一

は
じ
め
に

（
一
九

単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
王
国
へ
の
道

山
田
長
政
』

( )1

の
帯
に
は

「
最
新
長

八
一
年
四
月

平
凡
社
、
以
下
『
王
国
へ
の
道
』
と
表
記
）

、

編
歴
史
小
説
」
と
記
さ
れ
た
下
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
地
上
の
王
国
」
を
築
こ
う
と
す
る
山
田
長
政
と
「
天
上
の
天
国
」

を
め
ざ
す
ペ
ド
ロ
岐
部

二
人
の
男
の
壮
烈
な
生
き
方
を
通
し
、

―

「
日
本
人
と
は
何
か
」
を
さ
ぐ
る
。

、

『

』

、「

」

こ
れ
に
よ
る
と

歴
史
小
説

王
国
へ
の
道

は

日
本
人
と
は
何
か

と
い
う
問
い
に
対
し
て
山
田
長
政

と
ペ
ド
ロ
岐
部

（
以
下
、
長
政
と
表
記
）

を
通
し
て
答
え
に
迫
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

（
以
下
、
岐
部
と
表
記
）

る
が
、
こ
の
問
い
は
遠
藤
周
作
が
繰
り
返
し
問
い
続
け
て
き
た
問
題
で
あ

（

国
文
学
解
釈
と
鑑

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
武
田
友
寿
は
「
遠
藤
周
作
論
」
「

で

遠
藤
周
作

文
学

と

聖

賞

別
冊

所
収

一
九
九
五
年
一
月

至
文
堂

」

）

、「

『

(
)

』

」

。

、『

』

書

の
関
係

と
し
て
表
に
ま
と
め
て
い
る

す
な
わ
ち

海
と
毒
薬

で
は
「
日
本
人
の
罪
意
識
」
を
主
題

（
一
九
五
八
年
四
月

文
藝
春
秋
新
社
）

、『

』

「

」
、

と
し

沈
黙

は

キ
リ
ス
ト
教
の
変
容

（

）

一
九
六
六
年
三
月

新
潮
社

一

つ
ま
り
日
本
と
い
う
土
壌
で
変
化
し
た
キ
リ
ス
ト
教
を
主
題
に

侍
、『

』（

は
「
信
仰
の
意
味
の
探
求

、
こ
れ
も
主
人
公
の

九
八
〇
年
四
月

新
潮
社
）

」

日
本
人
か
ら
窺
う
信
仰
の
意
味
へ
の
問
い
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
遠
藤

周
作
は
時
期
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
の
差
は
各
々
あ
る
も
の
の

「
日
本
人
」

、

と
い
う
問
題
を
追
求
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
数
多
く
残
し
た
作
家
と
さ
れ

る
。同

様
に

王
国
へ
の
道

で
も
長
政
と
岐
部
と
い
う
日
本
人
か
ら

日

、『

』

「

本
人
と
は
何
か
」
を
問
う
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は

。

、

長
政
と
い
う
人
物
を
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る

こ
れ
ま
で
遠
藤
周
作
は

自
身
が
信
仰
す
る
キ
リ
ス
ト
教
に
関
連
し
た
日
本
人
、
又
は
キ
リ
ス
ト
教

と
対
峙
し
た
上
で
キ
リ
ス
ト
教
の
土
着
化
を
問
い
な
が
ら
日
本
と
い
う
国

、

。

を

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
持
た
な
い
日
本
人
を
描
い
て
き
て
い
る

先
程
挙
げ
た
小
説
で
い
う
と
『
海
と
毒
薬
』
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
土
壌
が

な
い
と
さ
れ
る
日
本
で
行
わ
れ
た
生
体
解
剖
実
験
を
描
き

『
沈
黙
』
で

、

は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
そ
の
周
縁
の
日
本
人
を

『
侍
』
で
は
キ
リ
ス
ト
教

、
。

『

』

を
享
受
し
て
い
く
日
本
人
を
主
体
と
し
て
い
る

し
か
し

王
国
へ
の
道

は
と
い
う
と
、
小
説
上
で
は
長
政
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
岐
部
が
対
比
し
て

描
か
れ
る
も
の
の
、
主
役
で
あ
る
長
政
は
、
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
に
無

縁
の
人
物
で
あ
る
。
こ
の
長
政
を
遠
藤
周
作
は
な
ぜ
書
き
記
し
た
の
か
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
長
政
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
岐
部
を
相
対
化
す
る
た

め
に
用
意
さ
れ
た
一
日
本
人
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
そ
う
考
え
る



と
『
王
国
へ
の
道
』
全
体
で
長
政
の
描
写
が
岐
部
の
描
写
よ
り
十
倍
近
く

多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
が
残
り
、
ま
た
副

題
に
も
標
さ
れ
て
い
る
「
山
田
長
政
」
か
ら
分
か
る
よ
う
に
長
政
を
主
役

と
し
て
い
る
こ
と
に
納
得
が
出
来
な
い
。
そ
れ
で
は

『
王
国
へ
の
道
』

、

に
描
か
れ
る
長
政
は
遠
藤
が
何
を
背
負
わ
せ
て
描
い
た
日
本
人
な
の
か
。

本
稿
で
は
、
遠
藤
が
長
政
に
内
包
さ
せ
た
日
本
人
像
を
追
い
な
が
ら
、
長

政
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
を
主
役
に
選
び
、
歴
史
小
説
と
し
て
『
王
国
へ

の
道
』
を
書
い
た
理
由
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

二

『
王
国
へ
の
道
』
論
の
意
味

遠
藤
周
作
は
、
生
前
の
一
九
七
五
年
に
全
集

を
、
一
九
九

（
全
十
一
巻
）

五
年
に
は
歴
史
小
説
集

を
刊
行
し
て
お
り
、
ま
た
、
死
後
の

（
全
七
巻
）

一
九
九
九
年
に
は
二
度
目
の
全
集

を
刊
行
し
て
い
る
が
、
初
の

(
)

全
十
五
巻

全
集
刊
行
時
は

『
王
国
へ
の
道
』
の
発
表
前
で
あ
り
、
二
度
目
に
刊
行

、

さ
れ
た
全
集
と
歴
史
小
説
集
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
『
王
国
へ

の
道
』
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た

『
王
国
へ
の
道
』
を
主
と
し
て

、

研
究
し
た
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
で
き
ず

『
王
国
へ
の
道
』
に
登
場

、
（
一
九
七
八
年
一
月

中
央
公

す
る
、
岐
部
を
描
い
た
評
伝
『
銃
と
十
字
架
』

の
先
行
研
究
の
中
で

『
王
国
へ
の
道
』
が
触
れ
ら
れ
る
程
度
で
あ

論
社
）

、

一

る

同
様
に

長
政
と
岐
部
を
描
い
た
戯
曲

メ
ナ
ム
河
の
日
本
人

。

、

『

』（

の
先
行
研
究
の
中
で
も
『
王
国
へ
の
道
』
が
触

九
七
三
年
九
月

新
潮
社
）

れ
ら
れ
る
事
が
あ
る
が

遠
藤
の
い
わ
ゆ
る
純
文
学
作
品
と
い
わ
れ
る

海

、

『

と
毒
薬
』
や
『
沈
黙

『
深
い
河
』
等
の
先
行
研
究
と
比
べ
る
と
、
そ
の

』
、

数
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
な
ぜ
『
王
国
へ
の
道
』
を
取
り
上
げ
る
か
と

い
う
と
、
一
点
目
と
し
て

『
王
国
へ
の
道
』
以
前
に
、
遠
藤
は
長
政
と

、

岐
部
を
題
材
と
し
て
、
戯
曲
『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
と
評
伝
『
銃
と
十

字
架
』
の
二
作
品
を
書
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
延
長
線
上
に
『
王
国
へ
の

道
』
が
存
在
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
戯
曲
、
評
伝
と
性
質

を
異
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
が

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人

『
銃
と
十
字

、

』
、

架
』
を
書
い
た
上
で
、
不
足
な
点
を
『
王
国
へ
の
道
』
で
表
現
し
て
い
る

と
い
え
る
。
そ
し
て
、
二
点
目
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
山
田

長
政
を
『
王
国
へ
の
道
』
で
主
役
に
据
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
遠
藤
は
、

『
王
国
へ
の
道
』
以
前
に
、
小
西
行
長
を
題
材
に
、
評
伝
『
鉄
の
首
枷
』

（
一
九
七
七
年
四
月

中
央
公
論
社
）

（
一
九
八
五
年
十
二

と
歴
史
小
説
『
宿
敵
』

を
刊
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
評
伝
、
歴
史
小
説
の
ど
ち

月

角
川
書
店
）

、

『

』

ら
の
主
人
公
も
小
西
行
長
で
あ
る
場
合
と
異
な
り

評
伝

銃
と
十
字
架

は
岐
部
を
追
っ
た
も
の
に
対
し
て

『
王
国
へ
の
道
』
は
長
政
が
主
人
公

、

で
あ
り
岐
部
は
脇
役
で
し
か
な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
岐
部
を
主
人

公
と
し
て
『
王
国
へ
の
道
』
を
描
く
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、

遠
藤
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
長
政
を
主
人
公
に
設
定
し
た
背
景
を
探

る
こ
と
が
『
王
国
へ
の
道
』
を
取
り
上
げ
る
二
点
目
の
理
由
で
あ
る
。

『

』

、

以
上
の
理
由
に
よ
っ
て

王
国
へ
の
道

論
を
展
開
し
て
い
く
訳
だ
が

で
は
『
王
国
へ
の
道
』
の
長
政
と
岐
部
は
、
遠
藤
が
ど
の
よ
う
に
創
作
し

た
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
現
在
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
彼
ら
の

人
物
像
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
掴
み
た
い
。

ま
ず
長
政

に
つ
い
て
だ
が
、
日
本
で
は
、
海
外
で
活
躍
し
た
日
本
人

( )2



と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
朧
げ
に
浸
透
し
て
い
る
が
、
彼
が
ア
ユ
タ
ヤ
に
渡
る

以
前
の
日
本
で
の
生
活
は
ほ
ぼ
不
明
で
あ
り
、
日
本
か
ら
ア
ユ
タ
ヤ
に
渡

航
し
た
経
緯
も
、
ど
の
よ
う
な
手
段
を
使
っ
て
ア
ユ
タ
ヤ
へ
赴
い
た
の
か

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
長
政
が
ア
ユ
タ
ヤ
に
い
た
時
代
の
ア
ユ
タ

ヤ
関
連
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
が
『
王
国
へ
の
道
』
の
日
本
町
を
描

く
際
に
重
宝
し
た
と
い
う
『
南
洋
日
本
町
の
研
究
』
の
著
者
・
岩
生
成
一

と
遠
藤
と
の
対
談

の
中
で

（

日
本
人
を
語
る
』
一
九
七
四
年
十
二
月

小
学
館
）

『

「
シ
ャ
ム
は
ア
ユ
チ
ヤ
王
朝
が
一
七
六
〇
年
代
に
ビ
ル
マ
か
ら
侵
入
さ
れ

て
、
町
を
す
っ
か
り
焼
か
れ
て
し
ま
い
、
略
奪
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
ア
ユ

チ
ヤ
王
朝
の
記
録
は
何
も
な
い
」
と
岩
生
は
語
っ
て
い
る
。

遠
藤
は
歴
史
小
説
を
書
く
と
き
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
細
に
調
査
し

た
上
で
執
筆
を
始
め
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が

『
王
国
へ
の
道
』
執

、

筆
に
関
し
て
も
同
じ
く
綿
密
な
調
査
の
下
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
こ
ま

で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
長
政
に
つ
い
て
の
研
究
は
ア
ユ
タ
ヤ
に
渡
っ
て
以

降
か
ら
断
片
的
に
明
確
に
な
っ
て
い
る
事
実
が
あ
る
の
み
で

『
王
国
へ

、

の
道
』
に
描
か
れ
る
長
政
が
、
日
本
か
ら
マ
カ
オ
、
そ
し
て
ア
ユ
タ
ヤ
へ

と
渡
っ
て
行
く
様
子
は
遠
藤
の
完
全
な
創
作
と
い
え
る
。

一
方
、
長
政
と
対
比
し
て
描
か
れ
る
岐
部

に
関
し
て
い
う
と
、
長
政

( )3

の
人
生
が
曖
昧
な
部
分
が
多
い
一
方
で
、
岐
部
の
人
生
は
日
本
で
の
生
活

か
ら
ロ
ー
マ
へ
と
渡
り
日
本
へ
と
戻
っ
て
来
る
過
程
全
体
が
長
政
よ
り
は

明
ら
か
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
で
初
め
て
作
ら
れ
た
神
学
校
・
有

馬
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
学
ん
だ
岐
部
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
創
始
者
・
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
日
本
で
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
関
し
て
や
、
ま
た
神
学
校

な
ど
に
つ
い
て
頻
繁
に
ロ
ー
マ
に
書
簡
を
送
っ
て
お
り
、
ま
た
、
ロ
ー
マ

か
ら
日
本
へ
と
戻
っ
て
く
る
過
程
で
は
、
ロ
ー
マ
の
地
で
神
父
と
な
っ
た

岐
部
自
身
が
ロ
ー
マ
に
書
簡
を
送
り
、
そ
れ
ら
の
書
簡
が
現
在
も
残
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
禁
教
令
に
よ
り
日
本
か
ら
追
放
さ
れ
マ
カ

オ
へ
と
行
き
、
そ
の
後
ロ
ー
マ
へ
と
辿
っ
た
過
程
に
つ
い
て
は
不
明
な
点

が
多
い
。
こ
の
岐
部
に
関
し
て
遠
藤
は
、
切
支
丹
史
の
研
究
を
行
っ
て
い

る
フ
ー
ベ
ル
ト
・
チ
ー
ス
リ
ク
の
元
で
友
人
で
あ
る
三
浦
朱
門
と
と
も
に

「
講
義
」

を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
岐
部
個
人
に
関
し
て
学
ぶ
「
講

( )4

義
」
と
い
う
よ
り
は
、
江
戸
時
代
に
殉
教
し
た
人
物
と
棄
教
し
た
人
物
に

関
し
て
、
不
明
な
点
の
多
い
彼
ら
の
人
生
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
作
業
を
行
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
人
と
し
て
、
岐
部
の
存
在
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
小
説
上
で
は
対
比
さ
れ
る
長
政
と
岐
部
だ
が
、
彼
ら
が
国
外
追

放
の
船
で
出
会
う
場
面
は
遠
藤
の
創
作
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
説
の
軸
と

な
る
二
人
の
接
点
は
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
二
人
を
対
比
し
た

『
王
国
へ
の
道
』
の
構
成
は
、
長
政
お
よ
び
岐
部
を
扱
っ
た
他
の
文
献
で

は
見
ら
れ
な
い
設
定
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三

戯
曲
か
ら
評
伝
へ
、
評
伝
か
ら
歴
史
小
説
へ

遠
藤
は
、
戯
曲
『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
刊
行
後

「
廃
墟
と
芝
居
」

、

と
題
し
て
「
波

に
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

」（
一
九
七
三
年
十
一
月
）

塔
の
一
つ
一
つ
が
そ
こ
で
生
き
た
人
間
の
一
人
一
人
の
姿
の
よ
う
に

見
え
、
黒
い
パ
コ
ダ
の
塔
の
焼
け
跡
も
、
彼
等
の
情
熱
の
炎
が
そ
こ



に
残
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
た
。
そ
の
時
、
ふ
と
、
芝
居
が
終
っ

た
劇
場
の
舞
台
と
客
席
を
思
い
出
し
た
の
は
何
故
だ
ろ
う

だ

。（
略
）

か
ら
私
は
、
眼
前
の
崩
れ
お
ち
た
パ
コ
ダ
を
か
つ
て
の
華
麗
な
寺
院

、

、

に
復
元
し

草
に
埋
れ
た
礎
石
の
上
に
王
宮
の
広
間
を
作
り
な
お
し

そ
こ
に
陰
謀
家
や
王
や
王
妃
や
、
そ
し
て
山
田
長
政
を
歩
か
せ
て
芝

居
を
書
き
た
い
と
思
っ
た
。

遠
藤
は
演
劇
の
舞
台
と
長
政
の
い
た
ア
ユ
タ
ヤ
の
繁
栄
か
ら
荒
廃
ま
で
を

重
ね
合
わ
せ

「
山
田
長
政
を
歩
か
せ
て
芝
居
を
書
き
た
い
と
思
っ
た
」

、

と
語
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
戯
曲
を
創
作
し
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
が
描
か
れ
た
の
は
一
九
七
三
年
で
あ
る
。
遠

藤
に
と
っ
て
戯
曲
と
し
て
は
五
篇
目
の
作
品
で
、
処
女
作
は
「
女
王
」
( )5

で
あ
り
、
同
年
、
劇
団
「
四
季
」
に
よ
り
公
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
女

王
」
は

「
文
学
界
」

の
一
幕
物
戯
曲
特
集
に
際
し

、

(
)

一
九
五
七
年
十
二
月
号

て
、
遠
藤
が
作
家
と
し
て
初
め
て
書
い
た
戯
曲
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
遠
藤

が
戯
曲
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
雑
誌
の
企
画
と
い
う
こ
と
だ

が

「
女
王
」
を
は
じ
め
と
し
て
遠
藤
は
、
全
部
で
六
篇
の
戯
曲
を
発
表

、

（

「

」

し
て
い
る

そ
れ
ら
を
年
代
順
に
挙
げ
る
と

親
和
力

。

、「

」
劇
団

同
人
会

）

（
「

」

の
た
め
の
書
き
下
ろ
し

一
九
五
九
年
二
月

文
藝

、「

」
、「

」

女
王

黄
金
の
国

「
薔
薇
の
館

『
メ
ナ

一
九
六
六
年
五
月

（

文
学
界
」

一
九
六
九
年
十
月

）

「

）

、

」

、

（
一
九
七
三
年

新
潮
社

（
一
九

ム
河
の
日
本
人

『
喜
劇

新
四
谷
怪
談

』

、

』

）

と
い
う
作
品
群
で
あ
る

以
上
六
篇
の
内
の
一
篇
が

メ

七
四
年

新
潮
社
）

。

『

ナ
ム
河
の
日
本
人
』
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
の
概

略
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ア
ユ
タ
ヤ
王
宮
の
傭
兵
と
し
て
最
高
位

の
称
号
を
得
て
い
る
山
田
長
政
の
登
場
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
長
政
が
、
王

宮
の
主
権
争
い
に
お
い
て
自
分
の
出
世
を
考
え
つ
つ
上
手
く
立
ち
回
る
様

子
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
長
政
が
、
ビ
ル
マ
と
の
戦
い
に
お
い
て
勝
利

を
導
き
王
朝
の
栄
華
を
存
続
さ
せ
て
い
く
そ
の
途
中
で
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
宮

の
ク
ン
サ
ワ
ッ
ト
侍
従
長
に
よ
り
毒
殺
さ
れ
長
政
は
最
期
を
迎
え
る
と
い

う
物
語
で
あ
る

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
は
、
長
政
の
活
躍
か
ら
最
期

。

ま
で
描
く
と
い
う
点
で
『
王
国
へ
の
道
』
と
同
様
で
あ
り
、
日
本
へ
の
帰

国
途
中
に
ア
ユ
タ
ヤ
を
訪
れ
た
岐
部
も
ま
た
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

『
王
国
へ
の
道
』
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
関
わ
り
を
持
た
な
い
長
政

が
出
世
の
た
め
に
進
む
道
と
、
司
祭
で
あ
る
岐
部
が
殉
教
へ
と
進
む
道
と

が
対
比
さ
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

『
メ
ナ
ム
河

、

の
日
本
人
』
と
『
王
国
へ
の
道
』
を
比
較
す
る
と
、
長
政
を
毒
殺
す
る
人

物
や

『
王
国
へ
の
道
』
に
は
登
場
し
な
い
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
点
な

、

ど
人
物
に
関
す
る
設
定
や
、
長
政
の
人
柄
の
描
か
れ
方
に
も
相
違
が
見
受

け
ら
れ
る
。
で
は

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
と
『
王
国
へ
の
道
』
を
比

、

較
し
た
と
き
、
山
田
長
政
と
い
う
人
物
の
描
か
れ
方
は
、
い
か
に
変
遷
し

て
い
る
の
か

『
王
国
へ
の
道
』
が
小
説
で
あ
る
の
に
対
し

『
メ
ナ
ム
河

。

、

の
日
本
人
』
が
戯
曲
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
戯
曲
の
特
色
を
お
さ
え
な

が
ら
描
か
れ
た
長
政
像
の
変
遷
を
辿
っ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
戯
曲
の
特
色
に
触
れ
る
と
、
小
説
は
読
者
と
い
う
相
手
が
い
る
の

に
対
し
、
戯
曲
は
演
劇
を
観
賞
す
る
観
客
と
い
う
相
手
が
存
在
す
る
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
読
者
と
観
客
の
違
い
と
は
、
読
者
は
そ
の
場
で
本
を

再
読
で
き
る
が
、
観
客
は
そ
の
瞬
間
に
巻
き
戻
し
て
演
劇
を
見
直
す
こ
と



が
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
工
藤
隆
の
『
演
劇
と
は
な
に
か
』

か
ら
小
説
と
戯
曲
の
相
違
に
つ
い
て
引
用

（
一
九
八
九
年
五
月

三
一
書
房
）

す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
く
こ
と
ば
を
用
い
て
い
る
と
は
い
え
、
小
説
と
戯
曲
で
は
方
向

性
が
逆
な
の
で
あ
る
。
小
説
な
ど
文
学
は
、
文
学
言
語
内
で
の
完
結

を
目
ざ
す
。
し
か
し
戯
曲
は
、
あ
く
ま
で
も
俳
優
に
よ
っ
て
演
じ
ら

れ
る
た
め
の
台
本
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
主
眼
は
上
演
行
為
全
体

の
中
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
文
字
言
語
内
で
の
完
結
と
い
う
の
は
、

あ
く
ま
で
も
従
な
の
で
あ
る
。

工
藤
の
言
う
よ
う
に
、
戯
曲
は
そ
れ
自
体
が
完
成
品
で
は
な
く
、
戯
曲
と

は
上
演
す
る
目
的
で
書
か
れ
た
演
劇
の
脚
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
劇

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
ひ
と
つ
の
表
現
と
し
て
完
成
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
確
か
に
、
戯
曲
そ
れ
自
体
を
読
み
鑑
賞
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う

が
、
本
来
は
演
劇
の
た
め
に
書
か
れ
た
脚
本
に
す
ぎ
ず
、
遠
藤
の
描
い
た

戯
曲
も
、
劇
団
「
四
季

「
同
人
会

「
雲

「
青
年
座
」
に
よ
っ
て
そ

」
、

」
、

」
、

れ
ぞ
れ
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
戯
曲
そ
れ
自
体
は
完
成
品
で
は
な

い
と
い
う
延
長
線
上
に
、
演
出
家
と
役
者
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の

（

東
京
新
聞
」
一
九
六
六

点
に
つ
い
て
遠
藤
は

「
小
説
方
法
と
戯
曲
方
法

、

」
「

の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

年
三
月
十
一
日
）

、

。

小
説
の
場
合

生
き
た
人
間
を
書
く
た
め
小
説
家
は
色
々
苦
労
す
る

彼
は
自
分
の
作
中
人
物
の
内
側
だ
け
で
な
く
、
そ
の
外
形
、
容
貌
、

癖
な
ど
も
つ
か
ま
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
戯
曲
の
場
合
、
私
は

こ
の
よ
う
な
わ
ず
ら
わ
し
さ
に
と
ら
え
ら
れ
な
い
の
が
う
れ
し
か
っ

た
。

遠
藤
は
、
人
物
の
「
外
形
、
容
貌
、
癖
な
ど
」
小
説
で
必
要
と
さ
れ
る
も

、

。

、

の
を
排
除
し
て

戯
曲
を
描
く
こ
と
が
出
来
る
と
語
っ
て
い
る

つ
ま
り

遠
藤
の
描
く
戯
曲
に
お
い
て
、
人
物
の
外
形
な
ど
そ
れ
ら
は
演
出
家
が
指

導
し
、
役
者
が
担
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
遠
藤
は
、
戯
曲
を
描

く
際
に
小
説
を
描
く
と
き
の
よ
う
な
「
わ
ず
ら
わ
し
さ
」
が
な
い
と
す
る

反
面
、
苦
労
を
感
じ
な
い
訳
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

小
説
の
場
合
は
幕
が
下
り
な
く
て
も
小
説
な
ん
で
す
よ
。
し
か
し
芝

居
は
ど
う
し
て
も
、
幕
が
下
り
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
わ
け
だ
よ
。
幕

が
下
り
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
完
了
…
…
自
分
の
中
に
持
っ
て
い

る
も
の
が
完
了
し
な
か
っ
た
ら
、
幕
が
下
り
る
は
ず
が
な
い
。

（

海
」
六

こ
れ
は
、
芥
川
比
呂
志
と
遠
藤
と
の
対
談
「
作
者
と
演
出
家
」
「

の
中
で
、
遠
藤
が
語
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
戯
曲

―
一
号

一
九
七
四
年
）

は
小
説
と
は
異
な
り
「
幕
が
下
り
る
」
こ
と
が
必
要
、
つ
ま
り
戯
曲
を
構

成
す
る
台
詞
は
、
小
説
の
読
後
に
テ
ー
マ
の
曖
昧
さ
と
共
に
余
韻
を
漂
わ

せ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
戯
曲

の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
遠
藤
は
戯
曲
『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
の
中
で
、

ど
ん
な
山
田
長
政
像
を
表
出
し
た
の
か
。
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、

『
王
国
へ
の
道
』
と
比
較
し
な
が
ら
、
こ
の
戯
曲
を
辿
っ
て
い
き
た
い
。



、『

』

『

』

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に

メ
ナ
ム
河
の
日
本
人

と

王
国
へ
の
道

ど
ち
ら
と
も
、
長
政
と
岐
部
が
対
比
さ
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
で
は
、
岐
部
と
と
も
に
登
場
す
る
モ
レ
ホ

、
ン
神
父
の
説
く
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
、
長
政
は
「
眼
に
み
え
ぬ
む
な
し

い
風
を
掴
ん
で
何
に
な
る
。
手
で
つ
か
め
る
も
の
、
眼
で
み
え
る
も
の
、

。
」

、

そ
の
ほ
か
は
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ

と
話
し
て
い
る
の
と
同
様
に

『
王
国
へ
の
道
』
に
お
い
て
も
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
地
で
マ
カ
オ
以
来
に
再
会

し
た
岐
部
の
話
す
神
に
対
し
て
、
長
政
は
「
俺
は
目
に
見
え
ぬ
も
の
し
か

信
じ
ぬ
。
目
に
見
え
る
力
、
目
に
み
え
る
生
き
ざ
ま
し
か
信
じ
ぬ
」
と
答

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
岐
部
の
説
く
キ
リ
ス
ト
教
に
、
長
政
自
身
は

興
味
を
示
さ
な
い
設
定
は

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人

『
王
国
へ
の
道
』
ど

、

』

ち
ら
も
同
じ
構
造
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
作
品
を
比
較
し
た
と
き

『
王
国
へ
の
道
』
の

、

長
政
は
、
小
説
随
所
で
「
人
の
よ
い
笑
い
」
を
見
せ
る
が

『
メ
ナ
ム
河

、

』

。

、

の
日
本
人

に
は
こ
の
笑
い
は
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く

ま
た

こ
の
長
政
の
笑
い
は

『
王
国
へ
の
道
』
に
お
い
て
、
周
囲
に
親
し
み
を

、

抱
か
せ
る
と
い
っ
た
効
果
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が

『
メ
ナ
ム
河
の

、

』

、

日
本
人

で
は
長
政
の
こ
の
笑
い
が
描
か
れ
て
い
な
い
事
を
考
慮
し
て
も

長
政
自
身
が
力
強
い
印
象
を
受
け
る

『
王
国
へ
の
道
』
で
も
、
長
政
は

。

確
か
に
強
さ
を
持
つ
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が

『
メ
ナ
ム
河
の
日

、

本
人
』
で
は
、
言
動
自
体
に
強
さ
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
郎
左
衛
門

長
政
殿
。
我
等
を
抜
き
に
し
て
一
人
思
案
さ
れ
、
も

し
失
敗
っ
た
ら
、
ど
う
さ
れ
る
の
じ
ゃ
。

長
政

こ
の
長
政
が
…
…
失
敗
る
筈
は
な
い
。
今
日
ま
で
、

誰
が
日
本
人
町
を
こ
こ
ま
で
に
作
り
あ
げ
た
と
思

。

、

。

う

俺
は
今

傷
を
負
っ
て
気
が
立
っ
て
い
る
の
だ

さ
、
あ
っ
ち
へ
い
っ
て
く
れ
。
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

が
俺
に
は
あ
ま
た
あ
る
の
だ
。

こ
れ
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
日
本
町
に
妻
や
子
ど
も
を
残
し
、
リ
ゴ
ー
ル
の
地

で
戦
っ
て
い
た
長
政
に
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
宮
の
王
と
王
妃
が
殺
さ
れ
た
と
い

う
一
報
が
届
き
、
日
本
町
の
今
後
を
思
案
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
長

政
は

「
こ
の
長
政
が
…
…
失
敗
る
筈
は
な
い

」
と
断
言
し
て
い
る
が
、

、

。

こ
の
自
信
に
満
ち
た
言
葉
は

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
の
長
政
特
有
の

、

。

、『

』

、

も
の
で
あ
る

で
は

王
国
へ
の
道

で
の
長
政
は
ど
う
か
と
い
う
と

手
柄
を
王
か
ら
認
め
ら
れ
組
頭
に
な
る
よ
う
言
わ
れ
た
も
の
の
、
突
然
の

格
上
げ
に
周
囲
の
妬
み
を
か
う
だ
ろ
う
と
考
え
、
長
政
自
ら
足
軽
に
な
る

こ
と
を
希
望
し
、
戦
に
お
い
て
手
柄
を
た
て
て
も
傲
る
と
こ
ろ
が
な
い
人

物
と
し
て
長
政
は
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
長
政
は
、
強
い
意
志
と

と
も
に
自
分
の
出
世
の
た
め
立
ち
振
る
舞
い
に
機
転
が
利
く
人
物
な
の
だ

が

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
の
よ
う
に
強
い
物
言
い
を
す
る
人
物
で
は

、
な
い
。
こ
の
点
は

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
の
戯
曲
と
い
う
表
現
構
造

、

が
、
長
政
の
語
調
に
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
だ
ろ
う

『
王
国
へ
の
道
』

。

で
描
か
れ
る
長
政
の
笑
い
は

『
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
』
で
は
ト
書
き
の

、

部
分
に
し
か
書
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
つ
ま
り
、
長
政
を
演
じ
る
役
者
が

い
か
に
長
政
を
表
現
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

『
メ

、

ナ
ム
河
の
日
本
人
』
に
お
け
る
長
政
の
強
い
言
い
回
し
に
つ
い
て
も
、
戯



曲
が
台
詞
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
台
詞
を

創
作
し
た
遠
藤
自
身
が
、
台
詞
か
ら
判
明
で
き
る
よ
う
長
政
に
非
常
に
強

い
性
格
を
託
し
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り

『
王
国
へ
の
道
』
で
は
、
小
説

、

と
い
う
表
現
方
法
を
取
っ
て
い
る
が
故
に
長
政
の
強
さ
は
誇
張
さ
れ
ず
、

「

」

、

、

人
の
よ
い
笑
い

で
小
説
全
体
に

長
政
の
人
の
よ
さ
を
漂
わ
せ
る
が

実
際
は
、
非
常
な
強
さ
を
抱
い
て
い
る
人
物
と
し
て
遠
藤
は
長
政
を
創
作

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
評
伝
『
銃
と
十
字
架
』
で
は
長
政
は
ど
ん
な
人
物
と
し
て
触
れ

ら
れ
て
い
る
の
か

『
銃
と
十
字
架
』
は
岐
部
を
追
っ
た
評
伝
で
あ
り
、

。

長
政
の
人
物
像
の
描
写
は
な
い
が
、
岐
部
が
ア
ユ
タ
ヤ
に
滞
在
し
た
三
年

間
の
描
写
の
中
で
長
政
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

長
政
と
ペ
ド
ロ
岐
部
と
は
、
あ
の
十
七
世
紀
初
頭
の
日
本
人
と
し
て

同
型
の
人
間
で
あ
る

彼
等
は
共
に
日
本
を
こ
え
た
国
際
人
で

。（
略
）

あ
ろ
う
と
し
た
。
彼
等
は
共
に
自
分
の
創
る
国
を
夢
み
た
。
だ
が
長

政
が
地
上
の
栄
達
を
考
え
、
日
本
を
離
れ
た
場
所
に
日
本
人
の
王
国

を
得
よ
う
と
し
て
リ
ゴ
ー
ル
に
赴
い
た
の
に
た
い
し
、
ペ
ド
ロ
岐
部

は
日
本
に
戻
っ
て
神
の
国
を
そ
こ
に
築
こ
う
と
し
た
。
長
政
が
そ
の

地
上
王
国
の
た
め
に
死
を
賭
け
た
よ
う
に
、
岐
部
も
こ
の
神
の
国
に

死
を
賭
け
た
。
地
上
の
王
国
と
神
の
王
国
。

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は

「
彼
等
は
共
に
日
本
を
こ
え
た
国
際
人
で
あ

、

ろ
う
と
し
た

」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
長
政
と
岐
部
を
「
国
際
人
」
と

。

定
義
し
て
い
る
が

「
国
際
人
」
と
い
う
と
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
思
い

、

浮
か
ぶ

『
広
辞
苑

で
「
国
際

。

』（
第
五
版

一
九
九
八
年
十
一
月

岩
波
書
店
）

人
」
と
引
い
て
も

「
広
く
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
人
」
と
書
か
れ
て

、

あ
り
、
肯
定
的
な
言
葉
と
し
て
受
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
遠
藤
が
、
日

本
人
と
し
て
初
め
て
エ
ル
サ
レ
ム
を
訪
れ
、
ロ
ー
マ
の
地
で
司
祭
に
な
っ

た
後
に
迫
害
下
の
日
本
に
帰
国
し
た
岐
部
を
「
国
際
人
」
と
し
て
扱
う
こ

と
に
は
頷
け
る
が
、
長
政
を
「
国
際
人
」
と
す
る
点
は
興
味
深
い
。
な
ぜ

な
ら
、
長
政
は
そ
の
半
生
を
送
っ
た
現
在
で
い
う
タ
イ
に
お
い
て
、
タ
イ

を
侵
略
し
た
外
国
人
と
し
て
否
定
的
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
遠

藤
が
こ
の
点
に
つ
い
て
不
勉
強
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
長
政
を
「
国
際
人
」
と
い
う
よ
う
な
肯
定
の
意
味
で
定
義
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
長
政
が
日
本
を
離
れ
他
国
で
人
生
を
送
り
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
宮
か

ら
与
え
ら
れ
た
称
号
や
貿
易
家
の
側
面
を
評
価
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

四

そ
れ
ぞ
れ
の
長
政
像

で
は

『
王
国
へ
の
道
』
以
外
で
、
長
政
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て

、

描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
探
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
文

献
等
か
ら
長
政
像
を
捉
え
て
み
た
い
。

日
本
に
お
い
て
、
初
め
て
長
政
を
描
い
た
文
献
は
『
暹
羅
國
山
田
氏
興

（
一
七
三
八
年

発
行
月
出
版
者
不
明
）

（
発

亡
記

と
『
暹
羅
國
風
土
軍
記
等

』

』

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
村
上
直
次
郎
は
『
六
昆

行
年
月
出
版
者
不
明
）

王
山
田
長
政

の
「
序
説
」
で
、
初
め
て

』（
一
九
四
二
年
四
月

朝
日
新
聞
社
）

長
政
に
関
し
て
描
い
た
で
あ
ろ
う
『
暹
羅
國
山
田
氏
興
亡
記
』
と
『
暹
羅



國
風
土
軍
記
等
』
だ
が
、
こ
の
文
献
は
発
見
さ
れ
た
当
初
、
す
ぐ
に
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
と
ま
と
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、

日
本
と
タ
イ
両
国
に
公
使
と
し
て
在
勤
し
た
こ
と
の
あ
る
サ
ー
・
ア
ー
ネ

ス
ト
・
サ
ト
ー
の
研
究
に
よ
っ
て
虚
偽
で
な
い
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

(
)

続
け
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
判
明
し
た
の
が
明
治
十
七
年
一
八
八
四
年

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
年
以
来
、
約
百
二
十
年
の
間
、
日
本
で
は
長
政
が
語

ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
『
王
国
へ
の
道
』
の
長
政
か
ら
離
れ
、
日
本
の
文
献

や
映
画
に
お
け
る
長
政
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ
の
考
察

は

『
王
国
へ
の
道
』
以
外
の
長
政
描
写
を
追
う
こ
と
で
、
逆
説
的
に
、

、
遠
藤
の
描
い
た
『
王
国
へ
の
道
』
の
長
政
が
担
う
日
本
人
を
抽
出
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

年
代
順
に
長
政
の
描
か
れ
方
を
追
う
こ
と
に
す
る
が
、
ま
ず
、
長
政
に

関
す
る
文
献
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
あ
る
時
期
に
集
中
し
て
刊
行
さ
れ

て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
一
九

四
一
年
以
後
の
約
三
年
間
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
長
政
に
関
す
る
文
献

（
一
九
四
一
年

を
辿
る
と
、
我
等
の
偉
人
刊
行
会
に
よ
る
『
我
等
の
偉
人
』

発
行
月
不
明

金
の
星
社
）

（
一

や
、
沢
田
謙
『
山
田
長
政
と
南
進
先
駆
者
』

九
四
二
年
五
月

潮
文
閣

（
一
九
四

）
、
中
田
千
畝
『
日
泰
関
係
と
山
田
長
政
』

な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
タ

三
年
三
月

日
本
外
政
協
会
）

イ
ト
ル
や
発
行
所
名
か
ら
も
推
測
出
来
そ
う
だ
が
、
こ
の
時
期
の
長
政
伝

は
大
東
亜
共
栄
圏
の
意
識
を
強
化
す
る
た
め
に
、
長
政
を
海
外
で
活
躍
し

た
英
雄
と
し
て
扱
っ
た
文
献
が
多
い
。
例
え
ば
、
中
田
千
畝
『
日
泰
関
係

と
山
田
長
政
』
で
は
長
政
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
本
人
多
し
と
い
へ
ど
も
、
出
で
て
海
外
の
國
に
お
い
て
大
臣
と
な

り
更
に
總
督
、
王
と
な
つ
た
の
は
、
後
に
も
前
に
も
山
田
長
政
一
人

で
あ
つ
て
、
此
の
點
だ
け
か
ら
見
て
も
、
不
出
世
の
英
傑
と
し
て
東

洋
史
上
に
不
朽
の
榮
名
を
輝
か
す
は
實
に
當
然
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
我
々
日
本
人
の
大
い
な
る
誇
と
し
て
、
永

自
元
和
元
年

至
寛

く
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
在
暹
足
掛
け
十
六
年(

の
彼
が
行
動
を
詳
に
究
明
す
る
時
は
、
そ
こ
に
日
本
人
と
し

永
七
年)

て
の
偉
大
な
る
力
と
愛
と
の
燦
然
た
る
輝
き
を
認
む
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。

「
日
本
人
の
大
い
な
る
誇
」
で
あ
り

「
日
本
人
と
し
て
の
偉
大
な
る
力

、

と
愛
と
の
燦
然
た
る
輝
き
を
認
む
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
誇
張
さ
れ
る
長

政
は
、
海
外
で
出
世
し
、
か
つ
認
め
ら
れ
た
日
本
人
と
し
て
描
か
れ
て
あ

り
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
わ
れ
等
も
長
政
に
続
け
と
言
わ
ん
ば

か
り
に
国
策
と
し
て
日
本
の
南
進
開
拓
の
肯
定
を
背
負
わ
さ
れ
た
人
物
な

の
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
長
政
描
写
を
辿
る
と
、
一
九
五
九
年

に
「
山
田
長
政
・
王
者
の
剣

と
い
う
映
画
が
公
開
さ
れ

」（
加
戸
敏
監
督
）

て
い
る
。
こ
れ
は
、
初
め
て
の
日
タ
イ
親
善
合
作
映
画
で
あ
る
が
、
タ
イ

側
は
王
宮
関
係
者
の
映
画
会
社
が
携
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
編
に
登
場

す
る
タ
イ
人
の
配
役
は
す
べ
て
日
本
人
が
演
じ
て
お
り
、
日
タ
イ
合
作
と

い
っ
て
も
日
本
が
主
力
と
な
っ
て
制
作
さ
れ
た
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
、
主

役
で
あ
る
長
政
を
演
じ
た
の
は
、
当
時
、
大
映
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
だ
っ
た



長
谷
川
一
夫
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
の
演
じ
た
長
政
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
人
物
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
の
か
を
「
朝
日
新
聞
」
夕
刊
に
掲
載
さ

れ
た
記
事
「
ロ
ケ
隊
、
タ
イ
へ

か
ら
引
用
す
る

」（
一
九
五
九
年
三
月
六
日
）

と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

い
ま
か
ら
三
百
年
あ
ま
り
前
、
御
朱
印
船
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
タ
イ
に

渡
っ
た
山
田
長
政
が
、
攻
め
こ
ん
で
き
た
ビ
ル
マ
の
大
軍
を
破
っ
た

手
柄
で
王
族
に
む
か
え
ら
れ
る
が
、
と
り
ま
き
の
現
地
人
に
ね
た
ま

れ
毒
殺
さ
れ
る

そ
の
異
国
で
の
生
涯
を
描
く
。

―

こ
の
映
画
の
長
政
像
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
南
進
先
駆
者
の
よ
う
な

描
か
れ
方
は
当
然
さ
れ
て
お
ら
ず

「
現
地
人
に
毒
殺
」
と
い
う
史
実
に

、

、

、

沿
っ
た
長
政
像
で
あ
る
が

タ
イ
の
王
宮
関
係
者
の
映
画
会
社
が
携
わ
り

タ
イ
で
も
公
開
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
初
め
て
長
政
像
に
タ
イ
側
の

視
点
が
入
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
タ
イ
で
は
、
王
族
関
係
を
描
く
映
画

の
公
開
は
厳
し
く
、
ア
メ
リ
カ
制
作
の
タ
イ
の
王
族
を
描
い
た
「
王
様
と

私
」

は
、
タ
イ
国
内
で
マ
イ
ナ
ス
の
反
響
を
呼
び
上

(
)

一
九
五
六
年
六
月
公
開

映
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
長
政
と
と
も
に
タ
イ

の
王
族
を
描
い
た
『
王
国
へ
の
道
』
も
、
タ
イ
で
上
映
禁
止
と
な
ら
な
い

よ
う
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
さ
れ
た
映
画
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
林
青
悟
『
山
田
長
政
』

を
み
て
い

(

一
九
八
〇
年
三
月

光
風
社)

き
た
い
。
こ
の
小
説
に
つ
い
て
は
、
土
屋
了
子
が
「
山
田
長
政
の
イ
メ
ー

（

ア
ジ
ア
太
平
洋
討
究
」
所
収

二
〇
〇
三
年
三
月

早
稲
田

ジ
と
日
タ
イ
関
係
」
「

の
中
で
分
析
し
て
い
る
作
品
で
あ
り
、

大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
）

必
要
に
応
じ
て
土
屋
の
論
を
引
用
し
な
が
ら
長
政
像
に
迫
り
た
い
と
思

う
。は

じ
め
に
、
林
に
よ
る
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
を
引
用
す
る
。

わ
た
し
は
朝
鮮
渡
航
開
拓
民
の
一
子
弟
で
あ
る
が
、
終
戦
時
に
、
わ

れ
わ
れ
が
現
地
で
な
め
た
辛
酸
は
、
筆
舌
に
尽
し
難
い
も
の
が
あ
っ

。

、

、

、

た

こ
の

海
外
発
展
の
悲
惨
な
結
末
に
直
面
し
た
時

わ
た
し
は

日
本
人
の
海
外
移
住
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
ざ
る
を
得
な
い

心
境
に
追
い
込
ま
れ
た
。
わ
た
し
は
、
自
分
に
お
け
る
海
外
体
験
を

率
直
に
描
い
て
み
よ
う
と
考
え
た
。

そ
ん
な
時
、
山
田
長
政
を

(
)略

海
外
雄
飛
の
英
雄
で
あ
る
と
し
た
明
治
以
後
の
定
説
に
対
す
る
疑
問

が
わ
た
し
の
中
に
生
ま
れ
た
。
長
政
は
毒
殺
さ
れ
、
ア
ユ
チ
ヤ
の
日

本
町
は
長
政
と
共
に
滅
亡
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
海
外
渡

航
者
の
か
く
さ
れ
た
悲
劇
が
あ
る
に
違
い
な
い
、
と
わ
た
し
は
、
自

己
の
海
外
体
験
か
ら
考
え
た
。

林
は
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に

「
長
政
を
海
外
雄
飛
の
英
雄
」
と
す

、

、「

」

、

る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ

海
外
渡
航
者
の
か
く
さ
れ
た
悲
劇

と
し
て

自
分
が
朝
鮮
渡
航
開
拓
民
の
子
弟
と
し
て
の
経
験
を
長
政
に
重
ね
合
わ
せ

て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
長
政
像
は
林
独
自
の
も
の
と
い
え
る
。
林
の
描
く

長
政
は
、
本
人
が
こ
の
後
に
「
あ
と
が
き
」
で
述
べ
る
よ
う
に

「
海
外

、

移
住
を
運
命
づ
け
ら
れ
た
一
団
の
日
本
人
の
生
存
の
た
め
に
、
悪
戦
苦
闘

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
悲
劇
の
指
導
者
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
林
が
自
身
の
海
外
移
住
と
長
政
の
海
外
移
住
を
重
ね
て
い
る
点
は
、
遠



藤
に
も
同
様
に
重
な
る
点
で
あ
ろ
う
。
遠
藤
は
三
歳
の
時
に
父
の
転
勤
で

満
洲
・
大
連
に
移
り
そ
こ
で
十
歳
ま
で
暮
ら
し
お
り
、
ま
た
、
二
十
七
歳

の
時
に
は
、
戦
後
初
め
て
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
生
と
し
て
海
を
渡
り
、

当
時
の
大
連
を
海
外
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
生
活
と

と
も
に
こ
の
海
外
体
験
は
、
日
本
人
と
し
て
の
自
己
を
意
識
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
林
は
悲
劇
を
テ
ー
マ
に
林
自
身
を
長
政

に
投
影
し
て
い
る
一
方
で
、
遠
藤
は
長
政
に
自
己
を
投
影
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
が
、
長
政
を
描
く
と
い
う
き
っ
か
け
に
お
い
て
、
日
本
を
離
れ

た
日
本
人
と
し
て
遠
藤
自
身
と
長
政
を
重
ね
合
わ
せ
た
は
ず
だ
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
林
の
描
い
た
『
山
田
長
政
』
に
つ
い
て
土
屋
は
別
の
視
点
で
指

摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
林
の
『
山
田
長
政
』
で
は

「
シ
ャ
ム
人
の
日

、

本
人
に
対
す
る
反
感
に
よ
っ
て
長
政
は
殺
さ
れ
、
日
本
人
町
は
滅
亡
し
て

い
く
」
の
だ
が
、
物
語
で
描
写
さ
れ
る
シ
ャ
ム
人
ら
が
長
政
た
ち
日
本
人

に
反
感
を
抱
い
て
い
る
理
由
は
そ
の
ま
ま

「
太
平
洋
戦
争
中
に
日
本
人

、

が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
行
っ
て
き
た
行
為
と
同
一
」
で
あ
り
「
七
十
年
代

前
半
に
タ
イ
で
生
じ
た
反
日
運
動
が
批
判
し
た
日
本
人
像
と
一
致
す
る
」

と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
留
意
し
た
い
の
は
、
後
者
の
七
十
年

代
前
半
の
反
日
運
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
七
十
年
代
前
半
に
日
本
が
タ
イ

に
経
済
進
出
し
、
そ
れ
に
よ
る
タ
イ
の
経
済
赤
字
が
市
民
の
反
日
運
動
に

、

「

」

、

発
展
し
た
も
の
だ
が

一
九
七
四
年
一
月
十
日
付
の

朝
日
新
聞

に
は

第
一
面
に
こ
の
反
日
運
動
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
首
相
訪
タ
イ

。

に
学
生
デ
モ
の
渦
」
と
い
う
見
出
し
に

「
５
０
０
０
人
、
反
日
叫
ぶ
」

、

と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
た
そ
の
記
事
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
五
カ
国
訪
問

の
た
め
、
タ
イ
を
訪
れ
た
当
時
の
田
中
角
栄
首
相
に
、
七
十
年
代
前
半
か

ら
の
タ
イ
日
両
国
の
貿
易
の
不
均
等
と
日
本
に
よ
る
タ
イ
の
経
済
支
配

を
、
日
本
の
軍
事
運
動
と
結
び
付
け
た
学
生
が
反
日
デ
モ
で
訴
え
る
様
子

。

、

「

」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る

記
事
に
よ
る
と

田
中
首
相
は

経
済
侵
略
反
対

や
「
日
本
は
す
べ
て
を
奪
う

「
タ
イ
を
搾
取
す
る
日
本
」
と
い
っ
た
ス

」

ロ
ー
ガ
ン
と
プ
ラ
カ
ー
ド
の
い
わ
ゆ
る
逆
歓
迎
を
受
け
た
と
な
っ
て
い
る

が
、
土
屋
は
、
こ
の
反
日
運
動
と
林
の
『
山
田
長
政
』
の
中
で
「
日
本
人

は
功
利
的
す
ぎ
る
。
シ
ャ
ム
の
土
地
か
ら
搾
り
す
ぎ
る
よ
。
う
ま
い
汁
は

み
な
日
本
人
に
吸
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
シ
ャ
ム
人
は
、
い
つ
ま
で
も
下
積

み
だ

」
と
シ
ャ
ム
人
が
語
る
日
本
人
へ
の
反
感
は
、
同
じ
も
の
だ
と
し

。

て
い
る
。
こ
の
タ
イ
で
の
反
日
感
情
に
関
し
て
は
、
遠
藤
も
ま
た
「
朝
日

新
聞
」
に
寄
せ
た
「
主
観
的
日
本
人
論

と

」（
一
九
七
二
年
八
月
二
十
一
日
）

題
し
た
文
章
で
触
れ
て
い
る
。
遠
藤
は
、
一
九
七
四
年
の
反
日
デ
モ
で
は

な
く
、
七
十
年
代
前
半
か
ら
続
い
て
い
る
タ
イ
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
で
の

反
日
感
情
を
指
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
の
だ
が

「
傭
兵
と
し
て
の
日
本

、

人

典
型
的
な
山
田
長
政
」
と
い
う
副
題
の
も
と
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。東

南
ア
ジ
ア
の
人
々
が
日
本
の
進
出
を
ど
う
し
て
も
武
力
進
出
と
し

て
結
び
つ
け
る
の
は
、
彼
等
の
記
憶
に
傭
兵
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が

残
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

遠
藤
は
、
反
日
感
情
の
中
に
武
力
進
出
の
考
え
方
が
あ
る
の
は

「
傭
兵

、

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
」
が
あ
る
か
ら
と
仮
定
し
て
い
る
が
、
特
に
注
意
し



た
い
の
は
、
こ
の
傭
兵
に
つ
い
て
、
長
政
は
典
型
的
な
日
本
人
傭
兵
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

『
王
国
へ
の
道
』
で
は
、
こ
の
長
政
を

。

主
役
に
し
て
い
る
わ
け
で

「
日
本
人
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

、

て
、
長
政
を
典
型
的
な
日
本
人
傭
兵
と
し
て
描
き
、
そ
の
問
い
に
答
え
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
一
九
八
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
小
和
田
哲
男
に
よ
る
『
山
田
長

』

。

政

知
ら
れ
ざ
る
実
像

を
み
て
い
き
た
い

（

）

一
九
八
七
年
八
月

講
談
社

小
和
田
は
「
本
書
に
お
い
て

「
侵
略
史
観
」
を
離
れ
た
長
政
の
評
価
を

、

試
み
た
い
」
と
述
べ
、
文
中
で
次
の
よ
う
に
長
政
の
時
代
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。

長
政
の
こ
と
を
見
直
す
視
角
と
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
長

政
の
時
代
が
ち
ょ
う
ど
、
日
本
史
に
お
け
る
「
大
航
海
時
代
」
だ
っ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鎖
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

「
海
外
へ
出
て
い
く
の
は
命
が
け
」
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
十
七
世
紀
は
じ
め
の
日
本
人
は
、
小
さ
な
船
を
操
っ
て

荒
海
に
漕
ぎ
出
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る

十
七
世
紀
は
じ
め

。（
略
）

の
三
十
年
間
で
、
日
本
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
渡
っ
た
の
は
数

十
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
か
に
日
本
の
「
大
航
海
時
代
」
で
あ

っ
た
か
が
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

小
和
田
は
長
政
の
時
代
を
「
大
航
海
時
代
」
と
し
て
長
政
の
貿
易
家
の
側

面
を
評
価
し
て
い
る
の
だ
が
、
遠
藤
も
ま
た
、
長
政
を
大
航
海
時
代
の
一

（

文
学
界
」

一
九
七
八

人
と
し
て
見
て
お
り

「
世
界
史
の
中
の
日
本
史

、

」
「

の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

年
一
月
）い

わ
ゆ
る
大
航
海
時
代
と
よ
ば
れ
る
こ
の
時
代
は
多
く
の
冒
険
家
を

生
み
、
太
平
洋
を
乗
り
こ
え
る
船
を
作
り
、
そ
の
航
路
を
発
見
さ
せ

た
。
す
さ
ま
じ
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
ネ
ル
ギ
イ
が
東
洋
に
ま
で
及
ん

だ
時
代
だ
。
一
方
、
日
本
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
日

、

、

。

本
人
も
こ
の
時
代

海
の
外
に

海
の
外
に
と
進
出
し
よ
う
と
し
た

東
南
ア
ジ
ア
の
あ
ち
こ
ち
に
日
本
人
町
が
で
き
、
堺
、
博
多
、
長
崎

の
商
人
が
海
外
貿
易
に
力
を
入
れ
た
。

「
大
航
海
時
代
と
よ
ば
れ
る
こ
の
時
代
」
と
は
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀

は
じ
め
の
戦
国
時
代
を
さ
し
て
い
る
が

「
東
南
ア
ジ
ア
の
あ
ち
こ
ち
に

、

日
本
人
町
が
で
き
」
と
い
う
中
に
は
、
長
政
が
い
た
ア
ユ
タ
ヤ
の
日
本
町

も
当
然
含
ま
れ
、
ま
た

『
王
国
へ
の
道
』
で
長
政
が
関
係
し
て
い
る
貿

、

易
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
は
日
本
側
の
視
点
だ
が
「
海
外
貿
易
に
力
を
入

れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、
長
政
を
こ
の
時
代
に
生
き
た
一
人
と
し
て
捉
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
航
海
時
代
に
触
れ
た
後
、
遠

藤
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

「
東
洋
と
西
洋

「
西
洋
と
日
本

「
日
本
人
と
は
何
か
」
と
い
う
種

」

」

類
の
本
が
近
頃
の
本
屋
に
山
積
し
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
世
界

史
の
な
か
か
ら
み
た
日
本
の
歴
史
と
い
う
本
を
私
は
ま
だ
見
た
こ
と

が
な
い
。



「
世
界
史
の
な
か
か
ら
み
た
日
本
の
歴
史
」
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
語
る

遠
藤
だ
が
、
こ
の
後
執
筆
さ
れ
た
『
王
国
へ
の
道
』
は
、
こ
の
「
世
界
史

の
な
か
か
ら
み
た
日
本
の
歴
史
」
を
実
践
し
た
小
説
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
タ
イ
の
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
に
政
治
的
に
関
係
し
た
長
政
を
描

き
、
ま
た
岐
部
に
つ
い
て
も
、
日
本
を
離
れ
た
き
っ
か
け
は
禁
教
令
に
よ

る
国
外
追
放
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
エ
ル
サ
レ

ム
を
訪
れ
、
ロ
ー
マ
に
渡
っ
て
か
ら
は
殉
教
を
覚
悟
し
て
日
本
に
戻
っ
て

き
た
い
わ
ば
世
界
を
半
周
し
て
い
る
よ
う
な
岐
部
の
姿
は
、
世
界
史
の
中

の
日
本
史
を
視
点
に
選
出
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
長
政
が
描
か
れ
た
文
献
、
映
画
を
い
く
つ
か
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
長
政
像
を
み
る
こ
と
で
逆
説
的
に
『
王
国
へ
の
道
』
の
長
政
像
に
迫
る

、

、

『

』

、

一
階
段
を
上
っ
た
つ
も
り
だ
が

で
は

実
際
に

王
国
へ
の
道

で
は

ど
の
よ
う
な
日
本
人
と
し
て
長
政
及
び
岐
部
、
ま
た
そ
の
他
の
登
場
す
る

。

、

日
本
人
は
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か

こ
れ
に
つ
い
て
本
文
を
辿
り
な
が
ら

読
み
進
め
た
い
。

五

日
本
人
と
は
何
か

ま
ず

「
日
本
人
の
弱
さ
」

に
つ
い
て
の
日
本
人
描
写
を
追
っ
て
い
き

、

( )6

た
い
。
舞
台
が
日
本
か
ら
マ
カ
オ
、
そ
し
て
ア
ユ
タ
ヤ
へ
と
移
っ
て
い
く

過
程
で
、
長
政
を
軸
と
し
て
こ
の
「
日
本
人
の
弱
さ
」
は
語
ら
れ
る
が
、

は
じ
め
に
そ
れ
が
語
ら
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。

「
日
本
人
の
欲
し
が
る
も
の
？
」

「
そ
う
、
米
。
醤
油
。
味
噌
」

老
人
は
皮
肉
に
頬
を
ゆ
が
め
て
笑
っ
た
。

「
日
本
の
刀
も
あ
る
。
鉄
砲
も
あ
る
。
そ
し
て
…
…
雛
人
形
」

「
雛
人
形
ま
で
も
…
…
」

さ
す
が
の
藤
蔵
が
眼
を
丸
く
す
る
と
老
人
は
う
な
ず
い
て

「
日
本
人
は
お
か
し
い
。
ど
ん
な
土
地
に
い
っ
て
も
そ
の
土
地
の
食

べ
も
の
、
気
風
に
馴
れ
な
い
な
。
日
本
に
い
た
時
と
同
じ
に
暮
そ
う

と
す
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
品
物
を
悦
ん
で
買
っ
て
く
れ
る
。
そ
れ
が

…
…
日
本
人
の
弱
い
と
こ
ろ
」

こ
れ
は
、
長
政
が
ア
ユ
タ
ヤ
行
き
を
決
め
た
マ
カ
オ
の
地
で
、
阮
子
竜
か

ら
ア
ユ
タ
ヤ
と
マ
カ
オ
間
の
取
引
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
長
政
が
関
わ
っ
て
い
く
貿
易
で
、
日
本
人
が
日

本
の
食
べ
物
を
欲
し
が
り
、
か
つ
日
本
式
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
は
、
三

『

』

、

木
栄
の

山
田
長
政

を
読
ん
だ
遠
藤
が

（

）

一
九
三
六
年
十
二
月

古
今
書
院

「
い
ち
ば
ん
面
白
か
っ
た
」
と
い
う
箇
所
で
あ
り
、
そ
し
て
当
時
の
日
本

町
の
日
本
人
の
生
活
と
し
て
『
王
国
へ
の
道
』
に
反
映
さ
せ
た
部
分
で
あ

る
。ま

た

「
日
本
人
の
弱
さ
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
別
の
箇
所
は
、
ア

、

ユ
タ
ヤ
で
の
生
活
を
始
め
た
長
政
が
抱
く
次
の
よ
う
な
心
中
で
あ
る
。

町
か
ら
離
れ
た
メ
ナ
ム
河
畔
の
日
本
人
町
に
は
約
三
百
人
ほ
ど
の
日

本
人
が
住
ん
で
い
る
が
こ
の
三
日
間
に
藤
蔵
が
会
っ
た
連
中
の
多
く

は
、
い
つ
か
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ



た
。
彼
等
の
な
か
に
は
関
ヶ
原
の
戦
さ
で
主
君
を
失
っ
た
牢
人
た
ち

も
お
れ
ば
、
ま
た
あ
の
マ
カ
オ
の
岐
部
の
よ
う
に
迫
害
を
逃
れ
て
こ

こ
に
来
た
切
支
丹
の
信
徒
も
多
く
混
じ
っ
て
い
た
が
、
こ
の
シ
ャ
ム

に
住
み
な
が
ら
未
だ
に
日
本
で
の
生
活
を
そ
の
ま
ま
変
え
て
い
な
い

の
も
マ
カ
オ
の
阮
子
竜
が
指
摘
し
た
通
り
だ
っ
た
。

「
藤
蔵
が
会
っ
た
連
中
の
多
く
は
、
い
つ
か
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
ば
か

り
考
え
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
直
々
に
日
本
町
に
つ
い
て
の
指

（
一
九
六
六
年
三
月

中
央
公
論
社
）

導
も
受
け
た
岩
生
成
一
の
著
書
『
鎖
国
』

が
、
遠
藤
に
こ
の
一
文
を
書
く
基
を
与
え
た
よ
う
だ
。
そ
の
『
鎖
国
』
を

引
用
す
る
と

「
日
本
町
の
人
々
」
と
い
う
章
に
お
い
て

「
日
本
町
の
発

、

、

展
の
前
途
に
は
致
命
的
な
障
害
」
は
「
日
本
人
は
渡
航
先
に
定
住
せ
ず
、

す
ぐ
に
帰
り
た
が
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
生
は
、
遠
藤
と

の
対
話
集
『
日
本
人
を
語
る

の
中
で
も
「
日
本
人
の
弱
さ
」
に

』（
前
掲
）

つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
日
本
町
の
研
究
は
そ
こ
に
い
た
西
洋
人
の
記
録
に

よ
る
も
の
だ
と
話
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

大
体
、
日
本
人
は
居
つ
か
ず
に
、
来
た
ら
す
ぐ
帰
る
と
い
う
こ
と
が

よ
く
書
か
れ
て
い
ま
す
ね

向
う
で
日
本
人
町
を
経
営
し
た
人

。（
略
）

は
、
よ
く
よ
く
の
こ
と
で
残
っ
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
ね
。
経
済
的

に
地
盤
の
で
き
た
人
や
ど
う
し
て
も
帰
れ
な
い
人
で
す
。
ほ
か
の
人

は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
帰
っ
て
、
住
む
所
が
決
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を

ス
ペ
イ
ン
の
宣
教
師
が
書
い
て
い
ま
す
。

遠
藤
は
こ
れ
を
受
け
て
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
日
本
人
が
「
い
つ
か
日
本
に
帰
国

す
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
」
と
長
政
に
抱
か
せ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

「
し
か
し
な
あ
、
日
本
に
戻
り
た
い
も
の
よ
な
」
と
嘆
く
津
田
又
右
衛
門

は
牢
人
で
あ
り

「
こ
の
土
地
に
や
む
な
く
移
り
住
ん
だ
俺
た
ち
も
家
郷

、

の
夢
を
見
る
日
が
時
々
あ
る
」
と
ぼ
や
く
男
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
な
の
か
、

岩
生
の
指
摘
す
る
「
ど
う
し
て
も
帰
れ
な
い
人
」
に
属
す
る
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
、
二
点
の
「
日
本
人
の
弱
さ
」
の
記
述
を
追
っ
た
が
、
問
題

は
な
ぜ
遠
藤
は
日
本
町
の
日
本
人
に
、
こ
の
弱
さ
を
内
包
さ
せ
た
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
、
遠
藤
が
『
王
国
へ
の
道
』
を
通
し
て
見

つ
め
た
「
日
本
人
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
一
つ
の
回
答
、
す

な
わ
ち
現
在
に
続
く
日
本
人
の
弱
さ
を
示
し
た
と
見
な
す
の
は
勿
論
で
あ

（

朝
日
新
聞
」

一
九
七
二
年

る
。
そ
れ
は
、
遠
藤
が
「
主
観
的
日
本
人
論
」
「

の
中
で
、
こ
の
日
本
人
の
弱
さ
に
触
れ
た
後
、
こ
の
弱
さ

八
月
二
十
一
日
）

を
現
在
に
置
き
換
え
、
次
の
よ
う
に
語
る
事
か
ら
も
明
ら
か
だ
。

パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
今
日
、
日
本
人
の
留
学
生
や
商
社
の
人
が

同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、
日
本
料
理
を
つ
く
っ
て
生
活
し
て
い
る
の

と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

日
本
町
に
生
き
た
過
去
の
日
本
人
か
ら
、
海
外
に
住
む
現
在
の
日
本
人
の

姿
を
見
出
す
と
い
う
行
為
は

『
王
国
へ
の
道
』
と
い
う
歴
史
小
説
が
有

、

効
に
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
遠
藤
が
日
本
人

の
弱
さ
を
描
い
た
別
の
理
由
と
し
て
、
先
ほ
ど
触
れ
た
遠
藤
の
言
う
「
世

界
史
の
な
か
か
ら
み
た
日
本
の
歴
史
」
の
視
点
が
関
係
し
て
い
る
。
つ
ま



り
、
日
本
国
外
に
形
成
さ
れ
た
日
本
町
を
振
り
返
る
と
き
、
一
つ
の
理
由

と
し
て
日
本
人
特
有
の
弱
点
が
そ
の
日
本
町
を
退
廃
の
一
途
を
辿
ら
せ
て

お
り
、
そ
れ
は
世
界
史
の
中
の
弱
者
と
し
て
抽
出
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
一
見
プ
ラ
ス
思
考
で
世
渡
り
が
上
手
い
長
政
の
描
写
の
陰
で
隠
れ

て
い
る
も
の
の
、
日
本
町
の
日
本
人
た
ち
は
弱
者
と
し
て
の
日
本
人
を
担

っ
て
い
る
の
だ
。

以
上

「
日
本
人
の
弱
さ
」
に
つ
い
て
本
文
を
辿
り
な
が
ら
読
み
進
め

、

て
き
た
が
、
今
後
は
、
戦
・
女
性
・
ア
ユ
タ
ヤ
描
写
に
注
目
し
、
遠
藤
が

『
王
国
へ
の
道
』
を
創
作
し
た
理
由
に
つ
い
て
稿
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

課
題
と
し
た
い
。

【
注
記
】

初
出
は
雑
誌
「
太
陽

（
一
九
七
九
年
七
月
～
一
九
八
一
年
二
月

、
単
行
本
（
一

」

）

1
九
八
一
年
四
月

平
凡
社

、
文
庫
本
（
一
九
八
四
年
三
月

新
潮
文
庫

。

）

）

長
政
に
つ
い
て
の
概
要
は
、
国
史
大
辞
典
（
第
十
四
巻

一
九
九
三
年
三
月

吉

2
川
弘
文
館
）
に
拠
っ
た
。

岐
部
に
つ
い
て
の
概
要
は
、
国
史
大
辞
典
（
第
十
二
巻

一
九
九
一
年
六
月

吉

3

川
弘
文
館
）
に
拠
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
六
一
四
年
の
禁
教
令
に
よ
っ
て
マ
カ
オ

に
国
外
追
放
を
さ
れ
た
岐
部
は
、
そ
の
後
自
力
で
ロ
ー
マ
に
赴
い
た
が
、
そ
の
間
の
旅

路
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
フ
ー
ベ
ル
ト
・
チ

ー
ス
リ
ク
は

世
界
を
歩
い
た
切
支
丹

一
九
七
一
年
六
月

春
秋
社

の
中
で

ペ

『

』（

）

「

ド
ロ
岐
部
が
こ
の
冒
険
的
な
旅
に
つ
い
て
日
記
を
残
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
実
に
惜
し

い
こ
と
だ

」
と
し
て
い
る
。

。

加
藤
宗
哉

遠
藤
周
作

二
〇
〇
六
年
十
月

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会

に
は

遠

『

』（

）

「

4
藤
周
作
年
譜
・
著
作
」
が
付
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
九
六
五
年
の
年
譜
に
は

「
上

、

」

。

智
大
学
チ
ー
ス
リ
ク
教
授
の
も
と
で
切
支
丹
史
の
講
義
を
う
け
る

と
記
さ
れ
て
い
る

遠
藤
周
作
自
身
は
「
女
王
」
を
戯
曲
の
処
女
作
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
、
一
九

5
五
九
年
に
劇
団
「
同
人
会
」
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
「
親
和
力
」
が
最
初
に
描
い
た

戯
曲
で
あ
る
。
し
か
し

「
親
和
力
」
は
戯
曲
の
練
習
の
よ
う
な
も
の
と
だ
と
し
た
遠

、

藤
は
こ
の
戯
曲
を
処
女
作
と
し
て
定
め
て
い
な
い
。

『
王
国
へ
の
道
』
に
登
場
す
る
阮
子
竜
が
長
政
に
語
っ
た
「
そ
れ
が
…
…
日
本
人
の

6
弱
い
と
こ
ろ
」
か
ら
の
引
用
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
修
士
課
程
二
年
）


